
就業支援局 施策展開 
 

 主 な 事 業 （令和３年度当初予算案） 

人
材
確
保 

地域企業人材確保事業費（87,755千円） 

 ・中小企業等の採用活動支援、静岡Ｕ・Ｉターン就職サポートセンターの運営等により、県内中小企業

等の人材確保と大学生等のＵＩＪターンを支援 

大学生インターンシップ等推進事業費（10,600千円） 

 ・インターンシップ等を推進し、大学生等の県内企業の理解を促進 

プロフェッショナル人材戦略拠点事業費（118,500千円） 

・県内中小企業等にプロフェッショナル人材戦略拠点による人材ニーズの掘り起こし、都市部の経験豊

富な人材の採用に対する助成を実施。 

「30歳になったら静岡県！」応援事業費（10,000千円） 

・「30歳になったら静岡県！」をキャッチフレーズに30歳前後の若者の本県での再挑戦を応援 

ふるさととつながる「ふじのくにパスポート」事業費（8,500千円） 

・高校等卒業生に、静岡県の魅力的な情報を継続的に発信 

人
材
育
成 

職業能力開発短期大学校整備費（401,000千円） 

 ・産業構造の変化を見据えた高度な技術人材を育成するため、令和３年４月に開校する県立工科短期大

学校（静岡キャンパス、沼津キャンパス）の訓練機器の整備等を実施 

デジタル化等促進職業訓練事業費（新規）（15,400千円） 

  ・第４次産業革命に伴う技術革新や新型コロナウイルス感染症の影響により社会経済環境が大きく変化

する中、デジタル化等の技術革新に対応できる人材を育成するための在職者訓練を実施 

技能の場力強化事業費（20,687千円） 

・若年労働者の技能習得を促進するため、技能検定受検手数料の減免や企業内検定認定制度を周知 

・全国規模の技能競技大会の県予選大会の開催や上位入賞を目指す選手の訓練費を助成 

・優れた技能を有する技能者の表彰 

・技能士によるものづくり体験や出前講座の実施、現代の名工展の開催により技能に親しむ機会を提供

働
き
方
改
革
・
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様
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材
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働き方改革推進事業費（11,942千円） 

・働き方改革や女性・高齢者等が活躍できる就労環境の整備を支援 

女性役職者育成セミナー事業費（3,369千円） 

 ・女性自身の意欲・能力の向上、上司等への育成ノウハウ提供セミナーの開催 

高齢者新規就業支援事業費（20,000千円） 

・就労意欲の高い高齢者の掘り起こしや、企業と高齢者のマッチングによる就労支援 

障害のある人に対する就労支援関連事業費（119,490千円） 

・企業に対する働きかけや職場定着、精神障害のある人を新たに雇用する企業の職場環境の整備を支援

 ・企業内ジョブコーチへのアドバイス支援・スキルアップ研修の開催 

外国人技能者育成支援事業費（21,200千円） 

・外国人材受入セミナー、地域共生取組事例セミナーの開催や外国人材を官民一体となって支援する体

制の構築（来日外国人材活躍支援協議会（仮称）の設置）により、外国人材の受入れ、定着を支援 

・技能検定試験に対応した日本語研修、学科・実技研修を実施し、外国人技能実習生の定着及び特定技

能への移行を支援 

海外高度人材活躍支援事業費（33,000千円） 

・海外合同面接会の開催を通じ、県内企業による日本語のできる大学・大学院卒の高度人材採用を支援

・モンゴル、インドネシア、ベトナムにおける面接会を開催 

定住外国人就業関連事業費（19,800千円） 

・定住外国人ロールモデルを企業・外国人双方へ情報発信（日本語：ポルトガル語、スペイン語、フィリピノ語） 

・非正規で働く定住外国人の正社員化、職業訓練の実施を支援 

テレワーク等導入促進事業費（5,600千円）（新規） 

・テレワーク等導入研究会を通じ、導入・運用上の課題解決に向けた企業の研究活動を支援し、ネット

ワークの拡大・成果を発信 

・テレワーク導入のための、導入セミナー、機器体験会、相談会 

生
き
る
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技能の場力強化事業費（20,687千円）（再掲） 

・技能士によるものづくり体験や出前講座の実施により技能に親しむ機会を提供 
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